
は
じ
め
の
二
例
と
こ
の
最
后
の
例
と
を
比
較
し
七
み
る
と
、
鍍
述
の
流
れ
と
文

末
部
と
の
関
係
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

文
章
表
現
を
叙
述
の
流
れ
と
し
て
み
る
時
、
そ
こ
に
は
当
然
何
等
か
の
形
式

に
於
け
る
は
け
口
が
買
求
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
右
の
例
に
み
る
よ
う
な
、
同

一
形
又
は
同
一
テ
ン
ス
の
文
末
部
表
現
を
摘
掟
に
連
続
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
叙

述
の
流
れ
を
溜
め
、
溜
め
ら
れ
た
干
ネ
ル
ギ
ー
を
最
后
で
一
定
に
展
開
し
は
き

出
す
夢
頭
形
式
は
、
そ
こ
に
一
種
の
リ
ズ
ム
を
生
む
。
溜
め
ら
れ
て
解
放
さ
れ

ぬ
問
の
緊
酷
と
、
斑
后
で
一
気
に
催
き
田
す
解
放
の
勢
と
の
組
合
せ
が
、
引
緊

っ
た
菌
切
れ
の
よ
い
リ
ズ
ム
を
生
む
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
リ
ズ
ム
は
、
各
セ
ン
テ
ン
ス
の
文
末
部
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
評

か
れ
て
い
る
の
で
、
連
続
す
る
セ
ン
テ
ン
ス
が
す
べ
て
短
い
形
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
条
件
と
す
る
。
特
に
最
后
の
尿
閃
以
前
の
各
セ
ン
テ
ン
ス
に
於
て
、
そ

の
こ
と
が
強
く
輿
水
さ
れ
る
。
全
階
的
に
短
い
セ
ン
テ
ン
ス
を
そ
の
特
徴
と
す

る
恕
賀
正
哉
の
文
体
で
は
、
右
の
形
式
が
そ
の
リ
ズ
ム
の
基
調
を
な
し
て
い

る
。
最
后
に
他
の
例
を
つ
け
加
え
る
。

例
槻
疾
が
肺
へ
溜
る
為
に
呼
吸
す
る
場
所
が
狭
く
瑚
封
。
そ
し
て
其
疾
を
田
す

為
に
叫
く
l
。
せ
い
て
も
せ
い
て
も
中
々
疾
が
田
な
い
と
呼
吸
が
出
来
な
く
な

っ
て
非
常
な
苦
し
み
方
を
す
る
。
見
て
居
ら
れ
包
り
卵
病
気
其
も
の
は
そ
れ
程

危
険
で
は
な
い
が
、
其
苦
し
み
の
為
に
段
々
衰
弱
刊
慰
右
打
呵
心
配
だ
と
書

い
て
来
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
好
人
物
の
夫
婦
」
）

例
佃
左
相
子
が
下
痢
を
し
た
場
合
、
何
か
他
所
で
金
は
せ
は
し
な
か
っ
た
か
と

訊
い
た
時
、
食
べ
さ
せ
ま
せ
ん
t
当
。
或
は
自
身
が
守
り
を
し
て
ゐ

て
う
っ
か
り
貰
い
所
か
ら
落
す
と
可
慰
そ
し
て
材
腹
を
ひ
ど
く
打
つ
L
封
ノ

融
。
あ
と
で
刻
習
。
原
田
が
盟
瑚
。
さ
う
い
ふ
時
・
別
に
何
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
と
嘲
ヨ
。

こ
れ
を
や
ら
れ
て
は
困
る
と
私
は
恩
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
流
行
感
冒
」
）

例
の
㈲
佃
は
、
「
指
す
語
の
機
能
」
及
び
、
「
語
句
の
恵
投
」
の
項
の
用
例
と

共
通
す
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
1
で
は
リ
ズ
ム
の
画
か
ら
と
り
あ
げ

55

た
。

昭
和
期
二
年
三
万
十
日
　
（
鈴
峯
女
子
高
校
教
諭
）

山
　
　
木

俊
‥
　
治

対

話

表

現

法

研

究

試

案

－

　

大

阪

方

言

を

素

材

と

し

　

て

一
対
話
の
内
面
的
契
捷

話
し
手
が
聞
き
手
に
対
し
て
何
ら
か
の
言
語
表
現
を
す
る
ば
ふ
い
、
内
面
的

契
機
と
し
て
、
待
遇
意
識
と
反
応
期
待
が
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
話
し
手
に

対
し
て
聞
き
手
を
、
聞
き
手
に
対
し
て
話
し
手
自
身
を
ど
の
よ
う
に
待
遇
し
て

tosho-seibi-repo
長方形



い
る
か
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
、
対
話
の
際
、
話
し
手
は
聞
き
手
に
対

し
て
言
語
な
り
行
動
な
り
に
よ
る
何
ら
か
の
反
応
を
期
待
し
て
い
る
と
い
ぅ
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
内
面
的
契
機
に
支
え
ら
れ
た
も
の
　
ー
　
待
遇
意
識
に

い
ろ
ど
ら
れ
て
、
反
応
期
待
が
種
々
の
相
を
と
っ
た
の
が
、
具
体
的
な
対
話
表

現
で
あ
右
と
い
え
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
を
も
う
少
し
分
析
し
て
み
る
。

－
待
遇
意
恕
－

待
遇
意
識
は
、
話
し
手
－
↓
聞
き
手
と
い
う
大
的
関
係
の
上
に
鋤
く
。
故
に

待
遇
表
現
の
諸
相
は
、
こ
の
人
的
関
係
を
話
し
手
が
い
か
に
把
握
す
る
か
と
い

ろ
把
捉
の
窺
塾
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

聞
き
手
に
関
す
る
言
い
か
た
に
あ
っ
て
は
、
話
し
手
白
身
の
斑
を
動
か
さ

ず
、
聞
き
手
の
塵
を
敬
の
極
限
か
ら
侮
の
極
限
ま
で
各
様
に
動
か
す
。
話
し
手

に
関
す
る
言
い
か
た
の
ば
あ
い
は
、
聞
き
手
の
座
を
不
動
に
、
話
し
手
自
身
の

座
を
託
の
極
限
か
ら
怪
の
極
限
ま
で
各
様
に
動
か
す
。
こ
の
こ
種
の
抱
払
体
系

は
倫
理
的
に
対
応
し
た
緊
張
関
係
を
も
つ
。
敬
に
対
す
る
謙
■
侭
に
対
す
る
憶

と
い
う
対
応
的
緊
張
関
係
を
元
す
。

さ
て
、
一
こ
れ
ら
対
人
関
係
の
と
ら
え
か
た
を
待
遇
価
値
と
い
う
点
か
ら
み
る

と
、
結
局
、
て
い
ね
い
（
敬
・
謙
）
か
、
普
通
（
対
等
）
か
、
ぞ
ん
ざ
い
（
侮
・

言
の
研
究
し
・
掘
孤
影
氏
「
日
本
文
法
機
構
箭
」
参
昭
）

以
下
述
部
構
造
に
中
心
を
お
い
て
、
大
阪
方
言
に
み
ら
れ
る
露
木
的
な
待
遇

法
を
図
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

聞
き
手
、
第
三
者
に
関
す
る
言
い
か
た
。
（
例
「
琶
ク
」
）

ねど†オ書キナハリマス

い封オ再キヤス

哲キヤハリマス

琶キャノ，、リマ不

整カハリマス

哲キナハル

哲キャパ九

書キヤハル

空きカバル

ミt亨キハル

空きキヨル

ミ1イトル

ふ
つ
う
一
ぞ
ん
ざ
い

哲キャガル

誓キクサル

自
分
に
関
す
る
言
い
か
た
。
（
例
「
行
ク
」
）

悼
）
か
と
い
う
一
元
に
帰
し
う
る
。

聞
・
き
手

敬

の

極

限

－

1

0

1

0

　

－

　

e

○
…
…
…
○
…
…
1
梅
の
極
限

謙
の
極
限
I
－
○

董
○
　
－
　
e

○
…
…
…
○
…
…
1
憶
の
極
限

話

し

手

（
対
人
関
係
把
嬢
の
横
田
に
つ
い
て
は
藤
原
与
一
先
生
の
初
講
義
「
方

行キマスヂオマス

A
7
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ど
て
い
ね
い

行キマツサイ

行キマッセ　　　行カセテモラウ

行寿マツサ

行キマス

行キマ

て
　
い
ね
∴
い

，
・
・
，
・
・
・
・
・
．
▼

ぞ
ん
ざ
い

行クド　　　　行ッタル

ぞき；
んわ：
ざめ：
いて1

－・．舗　一



指
定
し
た
り
断
定
す
る
言
い
か
た
。

二－デオマスデゴザイマス

t
T
I
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－

ど
て
い
ね
い

スマ
　
ス
ス

オ
　
ダ
デ

デ

　

｛

ダ

二
　
二

て
い
ね
い
　
三
つ
う

－ーヤド
，
・
．
．
・
・
・
－
t
▼

ぞ
ん
ざ
い

1
反
応
期
待
1

対
扇
に
お
い
て
、
話
し
手
が
聞
き
手
忙
期
待
す
る
反
応
が
い
か
な
る
も
の
か

と
い
う
点
に
基
準
を
お
い
て
、
対
話
裏
甥
の
分
類
を
考
え
る
。

ま
ず
、
期
待
さ
れ
る
反
応
に
積
極
的
な
も
の
か
ら
消
極
的
な
も
の
ま
で
い
ろ

い
ろ
程
度
の
差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
と
え
ば
平
叙
表
現
に
お
い
て
は
、

聞
き
手
は
傾
聴
し
C
い
れ
ば
よ
く
、
そ
の
萬
極
め
て
消
柘
的
な
反
応
だ
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
、
命
令
表
現
や
発
開
票
甥
に
お
い
て
は
、
行
釦
や
言
語
に
は

っ
き
り
う
ち
だ
し
た
反
応
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
積
梅
的
反
応
と
い
え

る
。
そ
こ
で
対
話
表
喝
を
大
き
く
、
消
極
的
反
応
期
待
表
現
（
平
叙
表
現
）
と

積
極
的
反
応
期
待
裏
頭
（
命
令
・
禁
止
・
勧
誘
・
荒
岡
・
呼
掛
応
答
表
甥
）
宰

分
け
る
。
一
口
に
消
極
的
、
積
極
的
と
は
い
っ
て
も
ー
そ
の
間
に
は
、
さ
ら
に

そ
の
軽
度
に
応
じ
て
、
よ
り
消
極
的
な
も
の
か
ら
よ
り
積
柘
的
な
も
の
ま
で
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

次
に
積
板
的
反
応
期
待
衰
現
を
み
る
と
、
そ
の
反
応
の
手
段
に
よ
っ
て
、
行

動
反
応
期
待
表
現
（
命
令
・
禁
止
・
勧
誘
裏
頭
）
と
言
語
反
応
期
待
衷
甥
（
発
間

・
呼
掛
応
答
表
現
）
に
分
け
る
。

行
動
反
応
期
待
衷
現
は
、
聞
き
手
に
行
動
に
よ
る
反
応
を
期
待
す
る
。
そ
の

は
あ
い
、
そ
の
行
動
に
二
面
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
即
ち
ー
こ
れ
か
ら
起

さ
れ
る
も
の
か
（
正
項
的
）
、
停
止
さ
れ
る
も
の
か
〔
負
項
的
）
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
、
正
項
的
行
動
反
応
期
待
衷
頸
（
命
令
表
現
）
と
負

項
的
行
動
反
応
期
待
表
現
（
禁
止
表
現
）
に
分
け
る
。

言
語
反
応
期
待
表
現
に
つ
い
て
み
た
は
あ
い
、
死
闘
表
現
と
呼
掛
応
答
表
現

の
ば
あ
い
と
で
は
、
そ
の
反
応
の
積
極
投
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
、
積
極
的
言
語
反
応
期
待
蒙
現
（
発
閏
表
現
）
と
消
極
的
言
語
反
応
期
待
表

現
（
呼
掛
応
答
表
現
）
に
分
け
る
。

結
局
、
対
話
表
現
は
、
反
応
期
待
と
い
う
内
面
的
契
機
に
基
準
を
お
い
て
、
一

次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7

積
柘
的
反
応
期
待
表
痢

一　　　　′－　　　ヽ

行
動
反
応
期
待
表
現

正
項
的
行
動
反
応
期
待
表
現
（
命
令
表
現
）

負
．
項
的
行
動
反
応
期
待
表
現
（
禁
止
表
現
）

言
語
反
応
期
待
表
現

積
極
堕
言
語
反
応
期
待
表
現
（
第
開
表
現
）

消
柘
的
言
語
反
応
期
待
表
現
（
呼
掛
応
答
表
現
）

消
極
的
反
応
期
待
表
現
（
平
銀
表
現
）

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
つ
い
て
考
え
る
。



二
　
積
極
的
反
応
期
待
表
瑛

1
　
行
動
反
応
期
待
表
現

行
動
反
応
の
期
律
の
し
か
た
に
は
、
直
接
的
な
表
現
か
ら
問
接
的
な
表
現
ま

で
種
々
の
段
階
が
あ
る
。
こ
れ
は
待
遇
意
識
の
如
何
と
密
接
に
関
係
す
る
。

直
接
的
裏
塊
　
「
行
ケ
」
　
（
「
行
ク
ナ
」
）

間
接
的
表
現

の
反
語
的
表
現
「
行
カ
ン
カ
」
「
行
ケ
へ
ン
カ
」
（
「
行
カ
ン
ト
カ
ソ
ヱ

「
行
カ
ン
ト
カ
へ
ソ
カ
」
）

偲
御
奨
的
表
現
「
行
空
フ
ド
ー
ヤ
」
　
（
「
イ
カ
ン
ト
イ
ク
ラ
ド
ー
ヤ
」
）

畑
依
職
的
表
頭
「
行
テ
ク
レ
」
　
（
「
行
カ
ン
ト
イ
テ
ク
レ
」
）
′

囲
願
望
的
矛
現
「
行
テ
ホ
．
シ
イ
」
　
（
「
行
カ
ン
ト
イ
テ
ホ
シ
イ
」
）

・
そ
の
間
接
匿
に
も
程
匿
の
差
が
あ
り
、
い
ぼ
仰
向
の
順
に
高
く
な
る
。
よ
り
間

接
良
が
高
い
と
い
う
こ
と
骨
、
よ
り
待
遇
産
が
高
い
と
い
ぅ
こ
と
と
関
連
す

る
。
更
に
間
接
的
表
現
の
一
つ
の
態
と
し
て
、
テ
ン
ス
に
関
係
の
あ
る
表
現
も

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

A
　
正
頁
的
行
動
反
応
期
待
衷
魂

の
　
も
っ
と
も
単
純
直
接
的
な
命
令
の
し
か
た
と
し
て
は
命
令
形
む
き
だ
し
の

形
を
と
る
。
女
子
の
こ
と
ば
で
は
連
用
形
を
と
る
。
「
ハ
ヨ
　
行
キ
」
∧
「
早

く
　
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
V
こ
の
言
い
方
が
や
さ
し
く
上
品
に
聞
え
る
の
は
、

「
な
さ
る
」
こ
と
げ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
。
そ
れ
に
し
て
も

直
接
的
な
言
い
方
で
あ
る
こ
と
は
、
連
用
形
が
ユ
段
で
終
る
下
一
段
の
は
あ

い
、
「
サ
ケ
イ
」
の
よ
う
に
イ
母
音
を
碩
ね
た
り
、
上
一
段
、
サ
変
の
げ
あ

い
・
「
オ
キ
イ
」
　
「
シ
イ
」
の
よ
う
に
、
更
に
イ
母
韻
を
強
く
ひ
び
か
せ
た
り

す
る
と
こ
ろ
に
も
よ
く
う
か
が
え
る
。
て
い
ね
い
さ
が
意
識
さ
れ
る
と
、
内
包

さ
れ
て
い
る
「
な
さ
る
」
こ
と
ば
が
形
式
面
に
で
く
く
る
。

回
　
反
語
的
表
現
で
は
ま
ず
「
ン
カ
」
「
へ
ン
カ
」
を
と
っ
た
形
が
琴
見
ら
れ

る
・
（
「
歩
キ
ン
カ
」
「
ル
カ
へ
ン
カ
」
「
歩
ケ
へ
ン
カ
」
）
「
ソ
カ
」
よ
り

「
へ
ン
カ
」
の
方
が
よ
り
間
接
的
で
あ
る
。
て
い
ね
い
に
な
る
と
「
ナ
ハ
ラ
ン

カ
」
　
「
ナ
ハ
レ
へ
ン
カ
」
、
さ
ら
に
「
ナ
ハ
レ
シ
マ
へ
ン
功
し
を
と
る
。

注
意
さ
れ
る
言
い
方
に
・
四
十
代
以
上
の
婦
人
に
は
・
「
u
用
形
1
ヂ
」
（
「
歩

キ
ヂ
」
）
と
い
皇
l
ロ
い
か
た
が
き
か
れ
る
。
「
歩
キ
デ
」
は
、
特
に
老
婦
人
に
き

か
れ
る
「
歩
キ
デ
ン
才
一
と
い
う
反
語
的
命
令
の
、
反
吾
の
瓢
分
（
「
ソ
カ
」
）

が
沈
め
ら
れ
た
も
の
か
。
し
か
し
一
度
そ
う
い
う
形
に
窺
帯
す
る
と
、
「
歩
ク

ヂ
」
な
ど
の
「
ヂ
」
か
ら
の
顆
舵
も
手
伝
っ
て
、
文
末
助
詞
化
し
て
い
く
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
歩
キ
」
に
く
ら
べ
て
、
よ
り
間
接
性
が
成
篭
ら
れ
る
の

は
、
出
自
か
ら
く
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
え
よ
う
。

㈹
　
捌
唄
的
冥
班
と
し
て
は
、
ま
ず
T
シ
タ
テ
　
ィ
ー
ヤ
」
と
い
う
形
が
考

え
ら
れ
る
。
（
「
起
キ
タ
ラ
　
ド
ー
ヤ
」
）
て
い
ね
い
に
な
る
と
、
「
ド
ー
ヂ

オ
々
ス
」
　
「
ド
ー
ダ
ス
」
　
「
ド
ト
デ
ブ
ザ
イ
マ
ス
」
と
な
る
。

更
に
間
接
的
な
捌
奨
に
な
る
と
、
「
－
シ
空
フ
エ
ー
」
「
1
シ
タ
ラ
　
ヨ
ロ
シ

イ
」
一
1
シ
タ
　
ホ
ー
ガ
ユ
ー
L
 
T
シ
タ
　
ホ
ウ
ガ
　
ヨ
P
シ
イ
」
と
い

う
形
を
と
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
反
語
的
表
現
も
あ
る
。
丁
シ
タ
ラ
　
千

ヤ
　
ナ
イ
カ
」
　
「
1
シ
タ
　
ホ
ー
ガ
．
ヨ
ロ
シ
イ
ヤ
　
オ
マ
へ
ソ
カ
」
。

目
　
依
鵜
的
表
現
と
し
て
ほ
、
ま
ず
γ
テ
　
ィ
レ
」
の
形
が
考
え
ら
れ
る

（
「
見
セ
テ
　
ク
レ
」
）
　
「
テ
ク
レ
」
と
依
現
し
た
形
は
、
そ
れ
だ
け
一
歩
退

い
た
・
よ
り
間
接
的
な
言
い
方
と
い
え
る
。
し
か
し
「
ク
レ
」
も
や
は
り
一
ク

b

レ
ル
」
の
命
令
形
む
き
だ
L
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
ぞ
ん
ざ
い
さ
は
ま
ぬ
が
れ
な

い
。
女
子
こ
と
ば
に
あ
て
て
は
「
－
テ
　
オ
ク
レ
」
の
形
を
と
る
。
こ
の
「
－

テ
オ
ク
レ
」
が
短
呼
さ
れ
て
、
「
1
ト
ク
レ
」
　
（
二
見
セ
ト
ク
レ
」
）
、
更
に

「
l
ト
ー
」
　
（
「
見
セ
ト
ー
」
）
と
な
る
ば
あ
い
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
年
以
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上
の
婦
人
こ
と
ば
で
あ
る
。

●

一
方
「
1
テ
　
オ
ク
レ
」
の
「
オ
ク
レ
」
が
沈
め
ら
れ
て
∵
1
テ
一
と
な
る

げ
あ
い
が
あ
る
。
（
「
見
セ
テ
」
）
　
若
い
世
代
の
女
子
こ
と
ば
で
あ
る
－

t

て
い
ね
い
に
な
る
と
、
「
－
テ
　
オ
ク
レ
」
に
内
包
さ
れ
て
い
る
「
な
さ
る
」

が
浮
か
び
上
っ
て
、
「
－
ト
ク
ナ
ハ
レ
」
　
（
「
見
セ
ト
ク
ナ
ハ
レ
」
）
と
な
る
。

こ
れ
ら
「
ク
レ
」
索
が
反
語
的
表
現
を
と
る
と
∵
「
－
テ
・
ク
レ
ン
カ
し
．
「
－

テ
　
ク
レ
へ
ソ
カ
」
　
「
1
テ
ン
カ
し
と
な
る
。
「
1
ト
ー
ン
カ
」
と
い
う
形
は

な
い
が
、
そ
の
短
呼
と
思
え
る
「
1
卜
1
カ
」
　
（
「
見
セ
ト
ー
カ
」
）
は
老
婦

人
に
き
か
れ
る
。

「
ク
レ
」
　
系
と
な
ら
ん
で
　
「
1
シ
テ
　
モ
ラ
ウ
」
　
と
い
う
形
も
あ
る
。

（
「
見
セ
テ
モ
ラ
ウ
」
）
　
こ
れ
は
「
ク
レ
」
よ
り
更
に
間
接
的
で
あ
る
。
し
か

し
問
い
方
に
よ
り
、
お
し
っ
け
が
ま
し
い
独
り
ぎ
め
に
も
な
る
。

輌
　
隣
肇
的
界
現
で
は
、
「
1
テ
　
ホ
シ
イ
」
　
「
－
テ
　
モ
ラ
イ
タ
イ
」
と
い

う
形
を
と
る
。
（
「
見
セ
テ
ホ
シ
イ
」
　
「
見
セ
テ
モ
ラ
イ
タ
イ
」
）

こ
の
言
い
方
で
は
反
語
的
罪
現
を
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
こ

の
種
の
言
い
方
が
、
自
分
の
主
観
的
な
気
将
に
中
心
を
お
い
た
言
い
方
だ
と
い

え
る
。
行
動
期
待
と
し
て
は
掠
め
て
闘
按
的
で
あ
る
。

N
　
テ
ン
ス
に
関
係
あ
る
哀
調
態
と
し
て
は
、
ま
ず
完
了
衆
現
法
を
と
っ
た
形

が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
ド
イ
タ
　
ド
イ
タ
」
「
マ
ッ
ダ
リ
　
寸
ッ
タ
リ
≒
ム
コ
　
ム

ィ
テ
！
」
∴
こ
の
は
あ
い
の
「
－
テ
」
は
前
述
H
の
「
1
テ
（
オ
ク
レ
）
」
と

は
ち
が
う
。
語
調
も
笥
イ
テ
」
と
∃
（
オ
ク
レ
．
）
」
の
ち
が
い
が
あ

る
。
）
　
「
オ
イ
デ
　
ュ
ー
タ
ラ
！
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
こ
れ
と
し
て

間
接
的
な
言
い
方
に
や
わ
ら
げ
ら
れ
た
心
づ
か
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
「
ハ
ヨ
・
シ
ョ
ー
ナ
」
＜
「
早
く
　
し
よ
う
　
よ
」
∨
「
ハ
ヨ
　
イ
ク
　
イ
ク
」

な
ど
や
は
り
テ
ン
ス
に
関
係
あ
る
葉
現
法
も
あ
わ
せ
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

℃
　
負
項
的
行
動
反
応
期
待
表
現

の
　
直
接
的
な
衷
頭
と
し
て
は
、
禁
止
勿
「
ナ
」
を
と
る
。
男
こ
と
ば
で
は

「
終
止
形
－
ナ
」
、
女
子
こ
と
ば
で
は
「
連
用
形
－
ナ
」
の
形
を
と
る
。
て
い

ね
い
に
な
る
と
、
女
子
こ
と
ば
に
内
包
さ
れ
て
い
る
「
な
さ
る
L
t
と
は
が
表

現
面
に
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
に
比
L
、
幾
分
間
接
性
を
も
つ
も
の
に
、
「
－
シ
タ
ラ
　
ア
カ
ソ
」
「
．
－

シ
タ
ラ
　
イ
カ
ン
」
が
あ
る
。
ら
ア
カ
ソ
」
と
な
ら
ん
で
「
ア
ケ
へ
ン
」
　
「
ア

カ
へ
ン
」
　
が
あ
る
。
て
い
ね
い
に
な
る
と
、
「
ア
キ
マ
へ
ン
」
　
「
イ
キ
マ
へ

ン
」
　
「
ア
ケ
シ
マ
へ
ソ
」
と
い
う
。

こ
れ
ら
と
と
も
に
、
「
－
セ
ン
ト
ケ
」
＜
「
1
し
な
い
で
お
け
」
V
が
あ
る
。

女
子
こ
と
ば
で
は
「
－
セ
ン
ト
キ
」
と
な
る
。

回
　
反
語
的
表
現
を
と
る
と
、
T
セ
ン
ト
カ
ン
ー
カ
」
丁
セ
ン
ト
キ
ン
カ
」
、

「
－
セ
ン
ト
カ
へ
ン
カ
」
　
「
－
セ
ン
．
ト
ケ
へ
ン
カ
」
、
て
い
ね
い
に
な
る
と
、

「
1
セ
ン
ト
カ
シ
マ
へ
ソ
カ
」
、
「
セ
ン
ト
ケ
シ
マ
へ
ン
カ
」
と
い
う
。

反
語
の
気
持
が
強
く
な
る
と
、
「
ナ
キ
タ
ケ
リ
ヤ
　
ナ
キ
タ
イ
ダ
ケ
．
ナ
ケ

」
と
い
う
よ
う
に
、
逆
の
動
作
を
す
す
め
る
よ
う
な
言
い
方
を
と
る
。
皮
肉
な

又
は
憤
意
を
こ
め
た
言
い
方
に
な
る
。

困
　
勧
奨
的
表
現
と
し
て
墜
二
－
セ
ン
ガ
エ
ー
」
「
－
セ
シ
　
ホ
ー
ガ
エ

ー
」
　
「
1
セ
ン
　
ホ
ー
ガ
　
プ
ロ
シ
イ
」
と
な
る
。
反
語
的
表
現
を
と
る
と
、

「
－
セ
ン
ガ
エ
ー
ヤ
ナ
イ
カ
」
　
「
－
セ
ン
　
ホ
ー
ガ
　
エ
ー
ヤ
ナ
イ
カ
」
、

て
い
ね
い
に
な
っ
て
、
「
－
セ
ン
　
ホ
ー
ガ
エ
ー
ヤ
オ
マ
ヘ
ン
カ
」
　
「
1
セ

ソ
　
ホ
ー
ガ
　
ヨ
P
シ
イ
ヤ
オ
マ
へ
ン
カ
」
．
と
い
う
。

「
1
シ
タ
ラ
　
ド
ー
．
ヤ
」
に
対
応
す
る
形
に
、
「
－
セ
ン
ト
イ
タ
ラ
　
ド
ー

ヤ
」
、
て
い
ね
い
に
な
っ
て
、
「
－
セ
ン
ト
イ
タ
ラ
　
ド
ー
ダ
ス
」
　
「
－
セ
ン

ト
イ
タ
ラ
　
ド
ー
ヂ
オ
マ
ス
」
と
い
う
。
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H
依
親
的
表
現
に
な
る
と
、
「
ク
レ
」
系
の
も
の
と
し
て
は
、
男
子
こ
と
ば

の
「
l
セ
ン
ト
イ
テ
ク
レ
」
、
老
婦
人
向
の
「
－
セ
ン
ト
イ
ト
ー
」
、
若
い
世

ノ代
の
女
子
こ
と
ば
の
「
－
セ
ン
ト
イ
チ
」
が
あ
る
。
て
い
ね
い
に
な
る
と
、

「
－
セ
ン
ト
イ
ト
ク
ナ
ハ
レ
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
も
反
語
的
表
現
が
あ
る
。

「
1
セ
ン
ト
イ
テ
ク
レ
ン
カ
」
「
1
セ
ン
ト
イ
テ
ク
レ
へ
ン
カ
」
「
－
セ
ン
ト

イ
ト
ー
カ
」
「
－
セ
ン
ト
イ
テ
ン
カ
」
「
1
セ
ン
ト
イ
ト
ク
サ
ハ
レ
へ
ン
カ
」
。

「
モ
ラ
ウ
」
系
と
し
て
は
、
「
1
セ
ン
ト
イ
テ
そ
ラ
ウ
」
、
て
い
ね
い
に
な

っ
て
「
1
セ
ン
ト
イ
テ
モ
ラ
イ
マ
ホ
」
」
反
語
的
表
現
に
な
っ
て
「
－
セ
ン
ト

イ
テ
亨
エ
ソ
カ
」
「
1
セ
ソ
ト
イ
テ
モ
ラ
エ
へ
ン
カ
」
「
－
セ
ン
ト
イ
テ
モ

ラ
ユ
マ
へ
ン
カ
」
「
－
セ
ン
ト
イ
チ
モ
ラ
エ
シ
寸
へ
ン
カ
」
と
な
る
。

榊
願
望
的
表
現
で
は
、
「
1
セ
シ
ト
イ
テ
ホ
シ
イ
」
「
1
セ
ン
ト
イ
テ
モ
ラ

イ
タ
イ
」
と
な
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
語
的
表
現
は
な
い
。
．

N
「
ナ
カ
ン
ト
コ
ー
」
「
イ
ラ
ン
コ
ト
ワ
云
ワ
ン
ト
ク
ー
」
な
ど
∵
テ

ン
ス
に
関
係
あ
る
間
接
表
現
法
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
言
語
反
応
期
待
表
現

A
積
極
的
言
語
反
応
矧
得
葬
甥

聞
き
手
が
言
語
で
も
っ
て
反
応
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
表
現
で
積
極
的
な
も

の
を
い
ぅ
。
佐
久
間
博
士
の
「
発
開
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
博
士
は
さ

らヽ
に
こ
れ
を
疑
問
詞
を
含
む
は
あ
い
（
疑
問
）
と
、
．
含
ま
ね
は
あ
い
（
質
問
）

と
に
分
け
て
お
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
相
手
に
よ
び
か
け
て
、
「
答
を
ま
ち
う

け
る
、
解
答
を
要
求
す
る
」
表
現
を
さ
す
。

研
．
質
問
表
瑛

ま
ず
発
間
の
特
性
的
語
詞
「
カ
」
を
と
っ
た
質
間
表
現
を
み
る
。
↓
イ
ク

J
●
カ
」
l
lま
単
純
な
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
二
イ
カ
へ
ン
カ
」
「
イ
ケ
へ

ン
　
カ
」
の
七
う
に
否
定
表
現
に
「
カ
」
助
詞
を
と
っ
た
形
は
、
よ
り
問
癌
的

な
問
い
だ
と
い
え
る
。
こ
の
も
っ
て
ま
わ
っ
た
言
い
方
は
、
語
調
を
か
え
れ
ば

前
述
の
よ
う
に
、
円
曲
な
初
訴
的
行
動
反
応
期
待
票
現
に
ず
れ
て
い
く
。

次
に
注
意
す
べ
き
言
い
方
に
「
ヤ
こ
　
（
ヤ
＋
ウ
）
に
「
カ
」
を
と
っ
た

「
－
ヤ
P
カ
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
こ
の
言
い
方
は
、
一
度
心
の
中
で
足

踏
み
し
た
言
い
方
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
そ
の
足
踏
み
の
し
か
た
で
い
ろ
ん
な
茹

持
を
う
ち
だ
し
て
く
る
。
が
、
野
間
表
現
で
は
こ
の
言
い
方
は
l
股
に
や
わ
ら

か
と
い
え
る
。
相
手
に
敬
意
を
意
識
し
た
問
い
方
に
は
、
こ
れ
が
さ
か
ん
に
使

°

　

°

わ
れ
る
。
「
ア
シ
タ
　
キ
テ
　
モ
ラ
エ
マ
ツ
シ
ャ
p
カ
。
し
　
こ
の
は
あ
い
、

「
ヤ
P
カ
」
に
は
「
だ
ろ
う
か
～
」
と
い
う
推
丑
の
意
は
な
い
。
言
わ
ん
と
す

る
と
こ
ろ
は
・
「
キ
テ
・
モ
ラ
エ
マ
ッ
カ
」
と
同
じ
く
、
来
て
も
ら
え
る
の
か
来

て
も
ら
え
な
い
の
か
と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
ヤ
こ
と
足
嬰
み
す
る
こ
　
】

と
に
よ
り
円
曲
に
－
て
い
ね
い
に
ー
表
現
す
る
効
果
を
だ
す
。
推
藷
か
円
曲
か
　
6
0

は
語
調
に
よ
っ
て
言
い
わ
け
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

「
カ
」
に
対
し
、
「
ノ
ン
」
、
「
ン
」
を
と
っ
た
言
い
方
が
あ
る
。
「
カ
」

の
か
ど
だ
た
し
さ
に
く
ら
べ
て
こ
れ
は
や
わ
ら
か
で
あ
る
。

「
カ
」
は
よ
り
論
理
的
、
「
ノ
ン
」
　
「
ン
し
け
よ
り
情
緒
的
と
い
え
る
。
た

と
え
ば
、
「
行
ク
　
カ
」
は
、
比
較
的
「
行
く
－
行
か
な
い
」
事
が
ら
そ
の
も
・

の
に
中
心
を
お
い
た
問
い
、
「
行
ク
　
ノ
ン
」
「
行
ク
　
ン
」
催
、
そ
の
串
が

ら
の
主
体
で
あ
る
相
手
の
気
狩
に
中
心
を
お
い
た
問
い
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け

相
手
の
気
特
へ
の
切
カ
こ
み
方
は
淡
い
。
こ
の
「
カ
」
と
「
ノ
ン
」
　
「
ン
」
の

表
現
差
は
、
前
者
が
体
言
又
は
体
言
相
当
柘
に
も
接
続
す
る
ー
叙
述
性
が
大
1

の
に
対
し
、
後
者
は
田
富
の
み
に
し
か
接
続
で
き
ぬ
所
に
も
見
ら
れ
る
。

「
ノ
ン
」
と
「
ソ
」
で
は
後
者
は
相
当
品
位
が
お
ち
る
。
相
手
に
相
当
の
敬

意
を
意
識
す
る
ば
あ
い
、
「
イ
キ
ャ
パ
リ
マ
ス
　
ノ
ン
」
と
は
言
う
が
、
「
イ



キ
ャ
ハ
リ
マ
ス
　
ソ
」
　
と
は
言
わ
な
い
。
「
イ
キ
ャ
パ
ル
．
ン
」
　
と
は
い
う

が
、
こ
の
は
あ
い
型
二
者
の
行
動
に
つ
い
て
柏
手
に
町
皇
一
口
い
方
に
な
る
の
が

ふ
っ
ぅ
で
あ
る
。
「
マ
ス
」
、
を
と
れ
ば
必
ず
「
ノ
ン
」
が
接
続
す
る
。

「
ノ
ン
し
　
「
ソ
」
に
関
連
し
て
、
同
じ
く
ナ
行
文
未
助
詞
の
「
ナ
」
の
こ
の

種
の
用
法
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
イ
ク
　
ナ
」
の
形
が
「
行
く
の
？
」

と
問
い
か
け
る
意
味
に
使
わ
れ
る
は
あ
い
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
　
「
カ
」
、
ぺ

「
ノ
ン
」
「
ソ
」
に
く
ら
べ
て
、
問
い
と
い
う
作
用
性
に
お
い
て
は
よ
ほ
ど
間
接

的
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
単
な
る
漆
声
、
呼
掛
を
こ
え
た
、
問
い
の

機
能
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

「
ノ
」
に
も
男
こ
と
ば
と
し
て
こ
の
種
の
用
法
が
あ
る
。

次
に
、
「
ノ
．
ン
」
　
「
ン
」
と
「
カ
」
の
複
合
し
た
「
ノ
シ
カ
」
　
「
ン
カ
」
粛

と
る
は
あ
い
が
あ
る
。
「
ノ
ン
」
　
「
ン
」
を
つ
よ
め
る
か
、
「
カ
」
を
つ
よ
め

る
か
に
よ
り
、
又
そ
の
度
合
に
よ
り
い
ろ
ん
な
気
持
が
う
ち
だ
さ
れ
る
。
し
か

し
い
ず
れ
に
し
て
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
必
ず
「
カ
」
が
下
接
し
て
、
決
し

て
「
カ
．
ノ
ン
」
「
カ
ソ
」
と
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
1
に
も
両
者
表
現
性

の
ち
が
い
が
よ
く
す
か
が
え
る
。

「
カ
」
が
r
ヵ
ィ
（
エ
）
」
と
な
る
ば
あ
い
が
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
は
必
ず
「
ノ

ン
」
　
「
ン
」
に
下
摂
す
る
。
「
カ
ィ
（
エ
）
」
単
独
の
時
は
発
問
か
ら
は
、
ず
れ
た

言
い
方
に
な
る
。
又
前
述
の
「
ヤ
P
L
に
ほ
っ
づ
か
な
い
。
「
ヤ
p
カ
イ
（
エ
）
」

と
な
れ
ば
発
閏
か
ら
ず
れ
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
言
い
方
が
露
骨
な
自
己
心
櫓
の

表
現
で
あ
る
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
女
子
こ
と
ば
で
　
「
カ
ィ
」
を
と
る

と
き
は
、
必
ず
「
ナ
」
　
を
下
接
す
る
。
（
　
「
－
ノ
ン
カ
」
ナ
」
　
「
1
ソ
カ
ィ

ナ
」
）
。

回
　
疑
問
表
現

「
ド
コ
イ
　
イ
ク
　
カ
」
　
「
ド
コ
イ
　
イ
ク
　
ノ
ン
」
　
「
ド
コ
イ
・
イ
ク

ン
」
な
ど
い
ず
れ
も
単
純
な
疑
開
表
現
で
あ
る
。

て
い
ね
い
な
言
い
か
た
に
な
っ
て
、
「
ド
コ
イ
　
イ
キ
ヤ
ハ
リ
マ
．
ヅ
シ
ャ

ロ
　
カ
」
の
「
ヤ
ロ
」
が
円
曲
効
果
に
使
わ
れ
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
堅
二
者
の
行
動
に
関
し
た
言
い
方
で
あ
る
。
相
手
の
言
動
に
関
し
た
言

い
方
に
な
る
と
、
更
に
円
曲
に
な
っ
て
、
・
「
－
イ
キ
ャ
パ
リ
マ
ソ
ノ
ン
デ
ッ
シ

ャ
ロ
　
カ
」
と
な
る
。

、
「
ノ
ン
十
「
γ
」
が
「
カ
」
と
擾
合
し
た
「
ノ
ン
カ
」
　
「
ン
カ
」
、
「
カ
ィ

（
エ
）
」
と
竣
合
し
た
「
ノ
ン
カ
ィ
（
己
」
　
「
ン
カ
ィ
（
已
」
、
さ
ら
に
　
「
ナ
」
を

と
っ
た
「
ノ
ン
・
カ
イ
ナ
」
　
「
ン
カ
イ
ナ
」
な
ど
が
疑
問
詞
に
応
じ
る
ば
あ
い
が
．

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
性
に
つ
い
て
は
前
項
で
の
べ
た
。

㈹
　
特
性
的
語
詞
を
と
ら
な
い
は
あ
い
。

以
上
発
開
表
現
を
、
そ
の
特
性
的
語
詞
「
カ
」
、
「
ノ
ン
し
「
ン
」
を
視
点
一

と
し
て
み
て
き
た
。
し
か
し
・
も
の
言
い
の
契
際
に
お
い
て
、
こ
の
積
の
表
現
　
6
1

に
い
つ
も
こ
れ
ら
の
語
詞
が
と
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
一

踵
の
語
詞
を
表
現
面
に
う
ち
だ
し
て
こ
な
い
は
あ
い
が
多
い
。
こ
の
は
あ
い
は

イ
ン
ト
ネ
「
シ
ョ
ソ
に
よ
り
発
間
の
烹
味
を
う
ち
だ
す
。
（
後
述
）

こ
の
言
い
方
と
と
も
に
、
今
一
つ
注
意
す
べ
き
言
い
方
に
、
疑
問
の
は
あ

い
、
「
ヤ
」
で
と
め
る
形
が
あ
る
。
（
「
ソ
レ
　
ナ
ン
．
ヤ
」
）
　
こ
の
は
あ

い
、
文
末
を
下
降
掛
に
い
う
と
、
非
難
め
い
た
、
な
じ
る
よ
う
な
表
現
に
な
る

が
、
上
昇
調
に
い
う
と
、
薗
い
疑
問
の
表
明
に
な
る
。
「
カ
」
で
と
め
た
は
あ

い
に
比
し
て
、
こ
れ
は
よ
り
主
情
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
誓
書
、
怒
り
な
ど

の
気
苺
を
こ
め
て
い
う
は
あ
い
、
「
ナ
ニ
　
カ
　
ナ
ニ
　
カ
」
で
は
へ
ん
に
改

ま
っ
た
感
じ
で
さ
し
せ
ま
っ
た
気
特
の
表
明
に
は
な
ら
な
い
。
必
ず
「
ナ
ン
！

ヤ
′
ナ
ン
　
ヤ
」
と
い
う
形
を
と
る
。
「
カ
」
は
前
述
の
よ
う
に
事
が
ら
そ
れ
自

体
に
注
目
し
た
、
よ
り
論
理
性
の
強
い
言
い
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、



「
ヤ
」
柱
、
よ
り
情
緒
的
だ
と
い
え
る
。

自
　
発
間
表
現
に
お
け
る
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

発
同
乗
甥
を
形
式
的
に
特
長
づ
け
る
語
詞
を
と
ら
な
い
は
あ
い
、
書
き
こ
と

ば
で
は
符
号
「
？
」
を
使
っ
て
あ
ら
わ
す
が
、
こ
れ
は
全
く
不
可
避
的
な
ご
と

で
あ
り
、
こ
れ
が
な
く
て
は
、
発
間
の
意
味
が
あ
い
ま
い
に
な
る
。

こ
の
は
あ
い
、
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
誼
大
な

意
義
を
も
っ
て
く
る
。
由
蓮
の
よ
う
に
、
た
と
え
発
関
を
特
長
づ
け
1
評
詞
を

と
っ
て
い
て
も
、
語
調
に
よ
っ
、
て
は
難
問
以
外
の
表
現
に
な
る
。
即
ち
」
こ
れ

ら
と
て
も
発
間
表
現
を
決
定
す
る
最
後
的
な
徴
標
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

に
寧
え
る
L
、
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
は
、
特
に
鞘
閃
裏
班
に
お
い
で
、
そ
の

発
想
に
お
け
る
こ
と
ば
調
子
、
佐
久
間
博
士
が
「
構
文
旋
律
」
と
よ
ば
れ
「
音

楽
的
特
性
」
と
よ
ん
で
お
ら
れ
る
も
の
が
重
視
さ
れ
て
く
る
。

一
般
に
質
問
表
現
に
あ
っ
て
は
文
末
が
昇
り
調
子
に
な
る
。
開
き
手
に
返
答

を
要
求
す
る
掛
合
が
積
極
的
に
な
れ
ば
な
る
聖
女
未
を
上
昇
調
に
ひ
き
の
は

す
。
そ
こ
に
特
に
返
答
を
ま
ち
う
け
る
気
持
が
表
明
さ
れ
る
。
反
対
に
降
り
調

子
に
な
る
と
、
そ
の
度
合
に
よ
っ
て
、
相
手
の
返
答
は
こ
と
さ
ら
に
項
求
さ
れ

な
く
な
り
、
難
問
か
ら
は
ず
れ
て
い
く
。

疑
問
表
現
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
疑
問
詞
が
つ
よ
め
ら
れ
る
。
大
阪
方
言
で
は

高
の
平
板
型
を
と
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
佐
久
間
博
士
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
疑
問
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
語
に
特
別
の
調
子
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
が
疑
問
の
表
明
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ち
、
文
末
が
昇
り
調
に
な

る
必
啓
は
な
い
と
思
え
る
。
発
間
の
助
詞
を
と
る
は
あ
い
も
、
そ
れ
で
発
閏
表

現
だ
と
い
う
こ
と
が
分
る
か
ら
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
が
、
相
手
の
返
答
を

求
め
る
積
極
的
言
語
反
応
期
待
表
班
で
あ
れ
は
あ
る
橿
、
．
文
末
を
昇
れ
調
に
ひ

き
の
は
す
傾
向
が
つ
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
返

答
を
ま
ち
う
け
る
気
持
、
そ
れ
を
う
な
が
す
気
将
が
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

虻
　
消
極
的
言
語
反
応
相
律
表
現
（
省
略
）

三
　
消
極
的
反
応
期
待
裏
甥

所
謂
平
銀
表
現
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
話
し
手
の
独
り
舞
台
で
あ
り
、
聞
き
手

は
傾
聴
し
て
い
れ
ば
よ
い
。
こ
の
点
、
極
め
て
消
極
的
な
反
応
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
一
口
に
消
極
的
七
は
い
っ
て
も
、
そ
の
間
に
い
ろ
い
ろ
経
度
の
差
が

み
ら
れ
る
・
文
末
に
い
ろ
ん
な
助
辞
を
と
る
L
と
に
上
り
・
語
調
の
如
何
に
よ

り
喧
々
の
段
臓
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
は
あ
い
に
よ
っ
て
は
形
式
的
に
は
平
放

表
現
で
あ
サ
f
も
ー
異
質
的
に
は
そ
れ
以
外
へ
ず
れ
た
言
い
方
に
な
る
。

ビ
ュ
ー
テ
ー
は
、
言
語
の
三
大
機
構
と
し
て
、
表
出
、
訴
え
、
撰
述
を
あ
げ

て
い
る
。
こ
の
弼
述
機
鴨
に
中
心
を
お
く
の
が
平
叙
表
現
で
あ
る
。
佐
久
間
博

士
は
、
「
い
ひ
た
く
文
」
と
よ
ば
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
如
何
な
る
耕
態
の
訳
述

か
に
よ
l
つ
l
て
、
「
も
の
が
た
り
文
」
と
「
し
な
さ
だ
め
文
」
に
分
け
ら
れ
る
。

後
者
を
さ
ら
に
「
性
状
規
琵
文
」
と
「
措
定
文
」
に
分
け
て
お
ら
れ
る
。

1
　
も
の
が
た
り
表
現

ま
ず
大
き
く
、
文
末
助
詞
を
と
る
言
い
方
と
と
ら
な
い
言
い
方
に
分
け
て
考

え
る
。

の
　
文
末
助
詞
を
と
ら
な
い
言
い
方

聞
き
手
の
反
応
に
対
し
て
は
、
最
も
田
憶
さ
れ
な
い
言
い
方
と
い
え
る
。
自

己
の
見
聞
、
気
持
を
一
方
的
に
つ
た
え
た
り
、
話
し
合
い
に
い
ち
お
う
の
結
末

を
つ
け
た
り
す
る
は
あ
い
、
こ
の
形
式
が
よ
く
と
ら
れ
る
。
独
白
、
傍
白
．
に
よ

く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
消
極
的
な
封
他
性
が
よ
く
も
の
が
た
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
性
柏
が
逆
用
さ
れ
る
と
、
語
調
の
如
何
に
よ
り
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
言

い
方
、
不
満
、
な
じ
り
の
表
現
な
ど
に
な
っ
た
り
す
る
。
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注
意
す
．
へ
き
言
い
方
に
、
言
い
さ
し
の
表
現
が
あ
る
。
途
中
ま
で
言
っ
て
、

あ
と
は
一
挙
に
相
手
に
も
ち
か
け
了
耶
さ
せ
る
。
そ
れ
だ
け
強
い
傾
聴
を
要
求

す
る
。
完
結
恕
よ
り
は
、
反
応
期
待
と
い
う
点
か
ら
は
積
転
的
で
あ
る
。
．

回
　
女
宋
助
詞
を
と
る
言
い
か
た
。

ま
ず
・
ナ
行
文
未
助
詞
を
と
っ
た
言
い
方
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
基
本
的
な

惰
性
は
「
よ
ぴ
か
け
」
性
に
あ
る
。
よ
ぴ
か
け
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
、
聞

き
手
の
強
い
傾
聴
を
要
求
す
る
。
こ
の
要
求
の
匿
が
す
す
む
と
、
自
然
こ
と
ば

な
り
行
動
に
う
ち
だ
し
た
反
応
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
り
ー
積
転
的
反
応
期
待

表
現
へ
と
ず
れ
て
い
く
。
ナ
行
文
来
助
詞
の
こ
の
よ
び
か
け
性
に
執
る
と
、
表

現
を
言
い
さ
し
に
し
て
、
あ
と
は
「
ナ
」
　
「
7
」
と
よ
ぴ
か
け
る
こ
と
に
よ

り
・
按
雉
な
内
容
を
一
挙
に
相
手
に
も
ち
か
け
る
。

こ
の
ナ
行
文
未
助
詞
を
と
っ
た
言
い
方
は
、
平
叙
裏
現
に
あ
っ
て
は
、
も
り

と
も
質
種
的
な
も
の
に
近
い
表
現
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
と
反
対
の
極
に
立
つ
の

が
「
ワ
」
文
末
助
詞
を
と
っ
た
言
い
方
で
あ
る
。
自
己
の
見
開
し
た
こ
と
、

あ
る
い
は
憲
瓜
、
痘
情
を
自
己
中
心
に
主
張
す
る
効
英
を
強
イ
出
す
。
前
者
が

相
手
に
眼
を
向
け
た
言
い
方
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
自
己
の
判
断
、
情
意

中
心
の
内
向
き
の
表
現
と
い
え
る
。
こ
．
の
簑
雄
性
の
ち
が
い
は
・
前
者
が
前
述

の
よ
う
に
言
い
さ
し
の
文
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
、

必
ず
完
結
し
た
文
を
ぅ
け
る
、
叉
両
者
が
接
合
す
る
は
あ
い
、
必
ず
よ
び
か
け

性
の
．
強
い
ナ
行
文
未
助
詞
が
後
に
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

な
ナ
行
文
未
助
詞
と
「
ワ
」
文
末
助
詞
の
表
現
性
の
ち
が
い
が
、
こ
れ
ら
を

と
っ
た
平
赦
表
現
を
、
消
極
的
反
応
期
待
表
魂
な
が
ら
に
も
、
よ
り
積
極
的
な

方
へ
と
よ
り
消
極
的
な
方
へ
．
と
に
特
色
づ
け
る
。

2
　
し
な
さ
だ
め
表
題

の
　
特
性
的
詔
詞
で
あ
る
性
状
怒
、
措
定
吾
む
き
だ
し
の
言
い
方
は
、
相
手
の

反
応
を
あ
ま
り
顧
感
し
な
い
自
己
の
判
断
の
直
接
的
な
表
現
と
い
え
る
。
独

自
、
傍
白
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

回
　
文
未
助
詞
を
と
る
言
い
方
に
お
い
て
、
ナ
行
文
未
助
詞
と
「
ワ
」
文
末

助
詞
が
し
な
さ
だ
め
表
現
を
、
消
極
的
反
応
期
待
表
現
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の

中
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
方
へ
と
、
よ
り
消
極
的
な
方
へ
と
分
れ
て
い
く

契
機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
も
の
が
た
り
表
現
に
お
け
を
場
合
と
同
じ

で
あ
る
。

M
　
次
に
注
意
さ
れ
る
三
二
の
言
い
方
に
づ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
　
「
エ
ー
」

＜
「
よ
い
」
＞
を
と
る
言
い
方
で
あ
る
。
品
詞
論
の
立
場
か
ら
は
形
容
謡
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
「
コ
ノ
　
晶
ワ
　
エ
ー
」
＜
「
よ
い
」
＞
と
い
う
は
あ
い
、
こ

の
晶
の
．
状
態
を
述
べ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
性
状
規
定
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「
コ
ノ
　
晶
ワ
　
チ
1
」
＜
「
よ
い
の
だ
」
∨
と
「
ユ
ー
」
を
強
め
た
ば
あ
い
、
よ

い
の
だ
と
い
う
単
純
な
性
状
撰
罠
を
こ
え
た
措
定
の
語
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ

の
「
エ
ー
」
の
叙
述
に
み
ら
れ
る
二
面
性
は
・
そ
の
反
対
語
の
「
れ
る
い
」
　
「

だ
め
だ
」
の
表
現
差
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
性
状
語
に
は
ち
が
い

な
い
が
、
形
客
詞
と
所
謂
形
容
動
詞
と
で
は
そ
の
叙
述
性
に
大
き
な
差
が
み
ら

れ
る
。
所
謂
形
容
動
詞
と
よ
ば
れ
る
語
の
「
ダ
語
尾
」
、
大
阪
方
言
で
は
「
ヤ

語
屋
」
に
は
、
や
は
り
助
動
詞
の
ダ
、
ヤ
に
通
じ
る
措
定
カ
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
エ
㌣
」
は
こ
の
よ
う
に
語
調
に
よ
っ
て
は
措
定
に
な
る
が
、
丁
の
判
断
の

結
果
を
相
手
に
顎
求
す
る
宙
持
が
強
く
な
れ
ば
、
し
な
さ
だ
め
以
外
の
表
現
に

ず
れ
て
い
く
。

こ
の
「
エ
ー
」
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
も
つ
記
に
「
カ
メ
へ
ン
」
　
「
ダ
　
ン

ナ
イ
」
が
あ
る
。

こ
れ
ら
「
エ
ー
」
　
「
カ
メ
へ
ン
」
　
「
ダ
ン
ナ
イ
上
の
匡
対
語
が
、
「
ア
カ

ン
」
　
「
ア
ケ
へ
ソ
」
　
「
イ
カ
ン
」
で
あ
る
。
「
イ
カ
ソ
」
は
他
の
二
語
に
比
べ
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て
、
詔
気
が
つ
よ
く
二
一
己
の
も
と
に
断
定
す
る
言
い
方
に
よ
り
多
く
使
わ
れ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〝

．

．

．

目
　
次
に
「
ネ
ン
」
に
注
膏
芋
る
。
田
白
と
し
て
は
「
ノ
　
ヤ
」
が
考
え
ら
れ

る
ヵ
　
「
ヤ
」
が
体
言
又
は
体
書
的
な
も
の
に
接
続
す
る
の
に
対
し
、
「
ネ
ン
」

は
用
言
に
つ
づ
く
。
「
ネ
ン
」
の
用
法
に
は
次
の
三
つ
の
重
要
な
区
別
が
あ
る
。

（
A
）
「
ソ
ナ
イ
　
オ
モ
ウ
、
不
ン
。
」
こ
の
は
あ
い
の
「
ネ
ン
」
に
は
田
白
は

忘
れ
ら
れ
て
い
て
も
、
内
包
さ
れ
て
い
る
「
ヤ
」
の
指
定
性
は
華
く
で
て
い

る
。（
B
）
「
1
ヤ
　
ネ
ン
」
　
「
－
デ
ス
　
ネ
ン
」
　
「
1
〆
ン
　
ネ
ン
」
な
ど
の
よ

、
う
に
措
定
語
に
下
接
す
る
「
ネ
ン
」
に
は
、
出
自
は
忘
れ
ら
れ
文
末
助
詞
と
し

て
熟
成
し
た
機
能
が
ぅ
か
が
え
る
。

（
C
）
前
述
の
よ
う
に
「
ネ
ン
」
か
措
定
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
体
言
又
は

体
言
的
な
も
の
に
つ
づ
く
と
き
は
、
措
定
吾
に
下
接
す
る
。
が
、
望
己
に
つ
づ

く
と
き
は
「
イ
ク
　
ネ
ン
　
ヤ
」
の
よ
う
に
「
ヤ
」
の
み
に
上
接
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
「
ネ
ン
　
デ
ス
」
　
「
ネ
ン
　
ダ
ス
」
等
の
て
ね
い
な
言
い
方
も
あ

っ
て
然
る
べ
き
だ
が
実
際
に
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
必
要
の
あ
る
と
き
ほ
、

「
イ
ク
ン
ダ
ス
」
　
「
イ
キ
マ
ン
ノ
ン
デ
ス
」
の
よ
う
な
形
を
と
る
。
と
す
る
な

ら
は
、
「
ネ
ン
　
ヤ
」
の
「
ネ
ン
」
は
て
い
ね
い
に
言
う
と
き
の
「
ン
」
　
「
ノ

ン
」
に
対
応
す
る
と
い
㌧
ぇ
る
。
前
述
の
よ
う
に
出
自
と
み
ら
れ
る
「
ノ
　
ヤ
」
の

「
ヤ
」
の
括
定
性
に
重
点
を
お
い
た
の
が
（
A
）
の
「
ネ
ン
」
で
あ
り
、
「
ノ
」

の
表
現
効
果
に
中
心
を
お
い
た
の
が
こ
の
は
あ
い
の
「
ネ
ソ
」
に
な
る
と
思
え

る
。
と
い
っ
て
も
、
「
イ
ク
ン
ヤ
」
　
「
イ
ク
ノ
ン
ヤ
」
と
「
イ
ク
ネ
ン
ヤ
」
を
く

ら
べ
た
は
あ
い
、
後
者
に
よ
り
強
い
措
定
の
語
気
が
応
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
鳩
そ

の
出
自
が
よ
く
物
語
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
の
故
に
こ
そ
ー
て
い
ね
い
な
言
い
方

に
は
「
ネ
ン
デ
ス
」
　
「
ネ
ソ
ダ
ス
」
な
ど
の
形
が
用
い
ら
れ
な
い
と
思
え
る
。

糾
　
次
に
テ
ン
ス
に
関
係
の
あ
る
表
現
態
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
「
シ
ナ
ハ

ッ
　
チ
ヱ
等
の
「
テ
ン
」
で
あ
る
。
「
ネ
ン
」
が
主
と
し
て
現
在
の
こ
と
に

関
す
る
判
断
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
テ
ン
」
は
完
了
の
那
賀
を
述
べ
ろ
に
用

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

い
る
。
過
去
叉
は
完
了
の
功
呉
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
た
し
か
な
事
狼
で
あ

る
。
こ
の
「
た
し
か
さ
」
が
強
調
さ
れ
、
転
用
さ
れ
る
と
、
「
テ
ン
」
に
断
長

の
機
能
が
与
え
ら
れ
て
く
る
。
こ
う
な
る
と
、
こ
こ
れ
ら
の
「
テ
ン
」
に
は
よ
ほ

ど
文
末
朗
詞
と
し
て
の
色
彩
が
塞
く
な
っ
て
く
る
。

「
タ
」
に
も
同
様
の
願
偶
が
み
ら
れ
る
。
「
コ
ノ
　
コ
ト
ワ
　
マ
霹
ニ
　
ハ

ッ
キ
リ
・
ユ
ー
ト
イ
　
タ
。
」
＜
「
言
っ
て
お
い
た
の
だ
。
」
∨

次
に
や
は
り
テ
ン
ス
に
関
係
の
あ
る
言
い
方
で
、
現
在
時
、
あ
る
い
は
恒
時

と
よ
ば
れ
る
言
い
方
を
と
る
は
あ
い
が
あ
る
。
「
ボ
ク
ワ
　
イ
ク
！
」
∧
「
行

く
ん
だ
！
」
∨

・
相
手
の
言
動
に
関
係
し
て
、
こ
の
「
タ
」
お
よ
び
現
在
時
の
言
い
方
を
と
る

素
班
の
措
定
性
が
方
向
を
か
え
る
と
、
相
手
の
言
動
を
う
な
が
す
強
い
言
い
方

に
な
っ
て
し
な
さ
だ
め
表
現
か
ら
ほ
†
ず
れ
て
い
く
。

N
　
丹
後
に
「
テ
」
、
「
ト
」
で
言
い
さ
し
た
表
現
に
つ
い
て
み
る
。
「
コ
ツ

チ
ヤ
　
テ
。
」
＜
「
こ
ち
ら
だ
と
い
う
ん
だ
よ
L
 
V
「
ポ
サ
モ
　
イ
ク
　
ト
こ

＜
「
（
子
供
が
）
僕
も
行
く
と
言
っ
て
る
ん
だ
よ
。
」
∨
こ
の
よ
う
に
「
テ
」

「
ト
」
で
言
い
さ
し
た
表
現
は
、
あ
と
は
一
蜂
に
相
手
に
も
ち
か
け
て
複
雑
な

内
容
を
つ
た
え
る
効
果
を
も
つ
。
こ
の
「
テ
」
　
「
ト
］
に
、
表
現
面
下
に
改
め

ら
れ
た
「
…
と
い
う
の
だ
」
な
ど
の
判
断
の
気
特
が
内
包
さ
れ
各
と
、
こ
れ
に

措
定
の
語
気
が
生
じ
∴
」
れ
ら
が
文
末
助
詞
に
転
成
し
て
い
く
契
機
と
な
る
・

（
武
陀
川
学
院
女
子
大
学
助
教
授
）
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